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金沢二水高校関西同窓会 会長 

たとき「ぼう」と祖母の大きい声が響いた。私はいつも自 
分のことを「僕といっていたので、祖母は親しみを込め「、ぼ 
う」「ぼう」と呼んでくれました。「そんなものを持ってど 

・   ・   ・   ・ ・   ・   ・ 

中川 宗之 
（昭和 30 年卒・7 期） 

こへ行く」シマッタと思ったが、もうオソイ。 
理由は話したくなかったが、根掘り葉掘り、執拗に質 

問されて、すべて事情を話した。「喧嘩に行くのなら、素 
し な い し な い 

 

昭和 20 年 7 月、金沢市郊外の母の実家に疎開してい 
た頃のお話です。 

もう間もなく夏休みだ。わくわくした足取りで、疎開 
先の小学校から、帰途を急いでいました。村の入口近く 
の農道で、悪童ども 5 人が、私の帰りを待ち受け、取り 
囲んだのです。何事かと思っていたら、一番背の高いや 
つが「お前は生意気だ」という。私は、その意味が良く 
理解できません。恐る恐る小さな声で、震えながら「私 
のどこが生意気ですか」と聞くと「お前の学生帽が生意 
気だ」というのです。 

昭和 20 年頃、金沢市内の小学校では夏期になると、 

手でやりなさい」竹刀は絶対に使ってはならない。竹刀は 
たましい 

竹で出来ていても、刀は刀、武士の魂が宿っているもの。 
・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・ 

喧嘩に使うことは許さない。と厳しい表情の祖母……思わ 
し な い 

ず涙がぽたぽたと土間に落ちた。竹刀が無ければ、とても 
あきら 

あの悪童どもに勝てそうもない。諦めるしかない。武士道 
精神、当時小学 3 年の私にそんな言葉は勿論知らなかっ 

・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・ 

たが、祖母は孫の私に対し武士としての心得を肌で教え 
てくれたように思う。新渡戸稲造の武士道精神によれば、 
1   無差別な刀の使用を許さない。 
2  適正な刀の使用は許されるが、不正不当な使用をし 

てはいけない。 
3 武士として卑劣な行動、曲がった振る舞いをしては 

おお かぶ 

学帽に白い被いを被せて、登校していました、ごく普通 
の小学校です。しかし私の説明では、悪童どもは納得し 
てくれません。いきなり私の学帽を取り上げて、近くを 
流れていた小川に、投げ込んだのです。勿論学帽を拾い 
に行きたかったのは、やまやまでしたが、あえて無視、 
胸の内で泣く泣く帰宅しました。 

多分顔色も良くなかったのでしょう。祖母は「何かあっ 
た」と心配そうに、聞いてくれたのですが、私は「いや別に」 
と応えて何事もなかったように振る舞い、昼食を終え、い 

くや 

つものように昼寝をしました。ふと目が覚めたとき、悔し 
い何としても仕返しをしたい。……どうしたものか。叔父 

し な い 

が出征前まで使っていた竹刀が二階にあったことを思い 
だし、二階から静かに静かに一階に下り、外に出ようとし 

いけない。 
いさ 

と諫めている。 武人の究極の思想は、平和主義である。
と説いている。 

・   ・   ・ 

学生帽の一件は現在も良くある一種のいじめであろう。 
・   ・   ・ 

終戦時、我々と同年代の方々がいろんな形で、いじめに 遭
ったようである。戦争、疎開、終戦、食糧難、物不足、 

にが 

もう二度と味わいたくない苦い想い出である。 
・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・ 

現在の日本はモノはあふれているが、大切な心が滅び 
てしまっている。 

・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・   ・ 

利益の追求には、手段を選ばない経営者達、倫理観を 
・ ・ ・ ・ ・ 

失ってしまった社会……。我国は、かつては武士道精神 
というすばらしい価値判断を持ち、その座標軸をしっか り
と見つめていたことを忘れてはならない。 

 

 
 

生きがい探しは 
感動探し！ 
13 期   川端 光昭 

 

 
突然ですが、私は目下「パワー」に夢中です。スポー 

ツジムでの「パワートレーニング」とパソコンの「パワー 
ポイント」です。前者については、今のところその効果 
に見るべきものがないので、今回は「パワーポイント」 

について書いてみます。ご存じの方も多いと思いますが、 
これはプレゼンテーション（略して、プレゼン）のため 
のパソコンソフトのことです。プレゼンテーションという 
言葉は最近日本でもある程度定着しつつありますが、そ 
れはパソコンでビジュアルな資料を作って人前で発表す 
ることの意味です。デジカメ写真も多用します。言い換 
えれば、おおよそ大人向け現代版紙芝居といったところ 
です。実際には、パソコンからプロジェクターを通して 
スクリーンに映し出すわけです。ですから、このソフト 
は会社関係では販売代理店への営業方針の説明、国際会 
議では論文の発表などに多用されています。 

随 想 

武士道精神は今 
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私がこのソフトに夢中になったキッカケは、先日友人 
が作ったプレゼン「イギリス紀行─ネッシーを求めて」 
を見て感動したからです。仕事を離れた遊び・趣味の世 
界で、プレゼンを通じて人と交流する点が気に入りまし 
た。常々感動探しをしている私にとっては何故か久々の 
感動でした。そして、即座に「アア、自分もひとに感動 
を与えたい！」とプレゼン作りを決心した次第。 

題材は、今年 6 月に参加したツアー旅行から「バタや 
んのヨーロッパアルプス旅日記─花を訪ねて」と決定。 

それからが大変でした。「パワーポイント」の解説書の購 
入から始まって、中古ノート型パソコン探し / 新品との 
比較、ソフト「パワーポイント」の購入 / テクニック習得。 
それから写真収集、スライド / ナレーションの作成。ス 
ライド作成に際しては、このソフトの多種多様なテクニッ 
クを試みるにつけ驚きと感動の連続でした。結局、なん 
のことはない「他人ではなく、自分に感動を与えた」といっ 
たところです。現在の心境は、「生きがい探しは、感動探 
し！感動探しは、パワーポイントで！」 

 
 

 

 

ブラームス大好き！ 
１８期   河本 富子 

 

 
 

クリスマスシーズンを北ドイツのハンブルグにいる娘 
夫婦のアパートで過ごした時のこと。「２年もドイツに住 
んでいるのに、私達、首都ベルリンには行ったことがな 
いよね」と喋っているのを何気なく聞いて、じゃあ、３ 
人でベルリンまで小旅行しようと誘った。「ベルリンとい 
えばベルリン・フィルの本拠地。もし今夜コンサートが 
あるんだったら、思い切って行ってみようか」。列車に乗 
り込んで直ぐに、突飛な話題になってしまった。「あのベ 
ルリン・フィルを聴くのに、こんないい加減な計画を立 
てるなんてね。これで本当にコンサートに行けたら素敵 
だねえ」とか何とか、屈託のない話題で気分は盛り上が 
り、冬枯れの野原や森、小さな駅の様子など楽しみなが 
らベルリン駅に着いた。案内所でチラシを貰うと、ベル 
リン・フィルの当日のプログラムが紹介されていてびっ 
くり。運の良さを無邪気に喜んだものの、ホテルに来る 
なり娘は熱があると訴えた。取りやめにしようかと相談 
したけれど、結局私一人がコンサートを聴いて、娘の看 
病とフィルハーモニーまでの道案内は娘婿が引き受ける、 
そんな具合に落ち着いた。 

ホテルを出てから路面電車に乗り、それから凍てつく 
冬の夜道をかなり歩いた。何度も道を尋ねたり、方向違 
いの道を行ったりしたので、目指す建物に着いた時には 
開演間際になっていた。ところが入り口で、『フィルハー 
モニーは隣のホールですよ。ここは室内楽ホールです。 
今夜はパバロッティが歌いますが、どうなさいますか？』 
と言われて面食らった。ええっ？あの有名な、世界 3 大 
テノールのパバロッティが今夜出演するんですか？チ 
ケットあるんですか？では、そっちでも良いです、と間 
の抜けた返答をしてから、ハッとした。そうだ、ベルリ 
ン・フィルだった。ここは初志貫徹しなければ。『オーケ 
ストラは始まっているかも知れませんが、行くだけいっ 

てみたら』。あせった私達は、その声とパバロッティを跡 
に、隣といっても距離がありそうなフィルハーモニーに 
向かって一目散に駆け出した。 

息を切らせてロビーに飛び込んだら、もう殆ど誰もい 
なくて、通路で腕時計を気にしながら立っているスタッ 
フが見えた。私のチケットを買って戻った若い婿が、「僕 
がお客だと勘違いしたみたい。このチケットは学生用だ。 
でもお母さん、大丈夫だから、このチケットを見せて中 
に入って」と、無責任なことを言って、あっけに取られ 
ている私を残してさっさと帰ってしまった。覚悟を決め 
て、その超安値のチケットを手にドアへ向かった。ホー 
ルに面したクローク（コート預かり所）も急いで通り過 
ぎた。ドキドキしながら係にチケットを見せると、意外 
にもすんなり通してくれて拍子抜けだった。 

ドアを開けた途端、それまで見知ったホールとはまる 
で違った光景が目に飛び込んできた。オーケストラの並 
んだステージを取り囲む客席は、勾配のきつい棚田みた 
いに上の方まで続き、観客の顔や煌びやかな服装の一 
つ一つがモザイクのタイルみたい。自分の席が最前列 
で中央付近だと分かった途端に、その場を逃げ出したく 
なった。会場全体がシーンとして、みんなが指揮者の登 
場を待っている。まさかこんな場面に出くわすとは。東 
洋人だから目立つのに。コートも着たままなのに。情け 
ない気持ちでドアから席まで歩いて腰掛けた。予想通 
り、席周辺の人ばかりか目の前のバイオリニスト達から 
も、冷ややかな視線を浴びせられた。緊張と恥ずかしさ 
で汗びっしょりになった私は、祈る思いで席に身をしず 
めた。 

ステージの袖に姿を見せた指揮のズービン・メータを 
満場の拍手が迎えた。タクトが揺れて曲が流れ出してか 
らは、音楽に寄り添う心と耳だけ残って、身体の方は消 
えてしまいそうだった。魂を揺さぶられる響きだと思っ 
た。目に涙まで滲んできた。無我夢中で聴き入った。約 
束どおり迎えに来た婿に、どうだったと聞かれて、言葉 
に詰まる。あのような音色、響き…何に例えれば良いの 
だろう。どう表現すれば分かってもらえるのだろうか。 
娘にも同じ事を聞かれて、こう答えた。「コンサートで分 
かったことはね、ブラームス大好きってこと！」それが 
精一杯の感想だ
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